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異常気象と地球温暖化

2024年高温の要因

7月 8月

Illustrations by Freepik and Storyset

日本に異常気象をもたらす要因は様々
それぞれの要因が偶然的に大きな変化 ⇨ 異常気象

変化が合わさる ⇨ 記録的な異常気象

地球温暖化がどう影響したのか？
偶発的な現象から見積もるのは困難

気象庁「令和6年7月以降の顕著な高温と7月下旬の北日本の大雨の特徴と要因について」



気候シミュレーション

https://www.jamstec.go.jp/es/jp/output/gallery/gallery_es4_photo.html

日本周辺の高精度な大気モデル スーパーコンピュータ
全球モデル

(水平格子間隔60km)
地域モデル

(水平格子間隔5km)

これまでの観測データを基に、
偶然起こった変化の幅を計算
起こったかもしれない可能性を
大量にシミュレーション



イベントアトリビューション 確率的評価とは？

現在の温暖化レベルでの可能性温暖化がなかった世界での可能性
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発生確率の差＝人間活動による温暖化の影響
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➢梅雨期に猛暑発生
上空では高気圧の二段重ね
下層の高気圧は記録的な強さ

➢関東内陸で記録更新
平年より10℃高い高温が１週間連続
うち3日で40℃超
東京では９日連続猛暑日

6 月下旬～7 月初めの記録的な高温をもたらした
大規模な大気の流れに関する模式図

気象庁資料
具体事例 2022年の記録的な猛暑

各地の最高気温

各年の日本付近における高気圧の強さの推移
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人間活動による温暖化の影響で
発生確率240倍に上昇

日本上空1500m気温への温暖化の影響

地域気候モデル

発
生
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度

全球モデルで実施

水平格子間隔 60km

水平格子間隔 5km

先端プロ領域課題１より
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平年値からの差 (℃)

Ito et al. (2023, BAMS)

温暖化あり
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温暖化あり
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温暖化あり
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地上2m気温への温暖化の影響
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Piani et al. (2010)で補正＋Kernel Fitting (九州大学の森助教より提供)



平均気温 最高気温

発生確率：
1.5倍 〜 105倍以上

発生確率：
1.3倍 〜 105倍以上

温暖化の影響 地域間でばらつく

Ito et al. (2023, BAMS)
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地上気圧配置への影響 地上2m気温への影響
どの地域で
特に大きく上昇？

北に低気圧循環、南に高気圧循環の傾向
 → 日本上空で有意な南西風変化
南西風変化の山の風下域ではフェーン傾向
 → 関東平野と西日本の日本海側で特に気温が上昇

地域間でばらつきが生じる原因

低気圧性循環

高気圧 強

温暖化による
気温上昇

(全国平均からの差)

人間活動による温暖化による地上気圧配置の変化

Ito et al. (2023, BAMS)
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温暖化で最近、猛暑が増えてる？
発生確率は上昇

事例の蓄積 評価の強化

各地域における
温暖化の影響を数値化

今年の試み
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